
  2024 年度 第 2回運営委員会議事録 

■ 日  時  ：2024 年 6 月 14 日（金） 13：30 ～ 15：300   

■ 場  所  ： サプリ村野 環境情報コーナー 

■ 出席者  ： 赤井、市山、末岡、藤原、宮村、井上、柳谷・山上（枚方市） 

丸井 

■ 欠席者  ：豊高 

■ 議  長  ：宮村     ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料： ・事務局報告書 

・自然エネルギー部会 第 2 回議事録 

・環境教育部会 5，6 月度定例会報告書     

１．報告事項  

 ① 事務局報告 

  ・今回より会員動向欄の入退会者数の備考欄の退会理由に「高齢のため」を加筆した。 

  ・報告書に＜中間支援＞として記載されている「建築協定に関する云々」は果たして中間支援に

当たるのか    

⇒ 本来の中間支援という意味では当たらないが、環境情報コーナーには実に様々な相談 

事が寄せられる。そうした相談者の相談毎に耳を傾けることで、ひいては環境に関心を

寄せる人の育成にもつながると考えているので、引き続き行っていく。しかし、事務局

報告に＜中間支援＞として記載するのは適切ではないので削除する。 

  ・谷崎氏への感謝状は、5月 29 日に自宅にお邪魔しお渡しした。 

  ・小柳氏が逝去されたの報を受け、6月 4日のお通夜に参列すると共に、理事長名で弔電を送り 

した。 

  ・他は報告書参照 

② プロジェクトチーム・部会報告  

◆地球温暖化防止対策推進チーム報告 

・ヨーロッパ発の「気候市民会議」の枚方版を“くらわんか塾”として開催を決定。 

   名   称：いくつか候補が上がっていたが「ひらかたから気候変動を考える ひらか

たアッチッチサミット」に決定。 

開催日程：9月、10 月、11 月、12 月の年 4回、毎月第 1 土曜日 10：00～12：00 実施。  

参加募集：エコノートやリユースコーナーなど当法人各種取り組み参加者への案内状

(呼びかけ)の送付。併せて広報「ひらたか」への記載での案内。 

定 員：30 名（超えた場合は抽選・保育有） 

   ・他は報告書参照  

◆自然エネルギー部会 

・2024 年度 第 1回の街宣活動を 6月 9日（日）、赤井、宮村、森山、丸井の 4 名で五六市でお

こなった。結果は集計表参照 

・「枚方市再生可能エネルギースポット」紹介リーフレット作成にむけ、依頼文、アンケート中

身及びリーフレットのイメージについて話し合い共有した。 

・他は報告書参照 



◆環境教育部会 

  ・桜丘北小から出前授業の依頼があった。テーマは「酸性雨」。学校の授業で酸・アルカリを学

んでいるので、そのことと、SDGs を絡めてという事である。 

  ・学校の理科の授業の焼き直しにならないようにお願いしたい。 

    ⇒ 酸性雨の実験も行い、環境問題として取り上げる。 

・会報誌「夏号」の原稿に、今年度の部会活動の方針を掲載した。 

   ・他は報告書参照 

  ◆公共交通部会 

   ・今年度のスタンプラリーは 10月 5 日に予定している。今回のスタンプラリーにお実施に当

たっては「ひらかた万博」 を関して開催できる見通しである。    

2．協議事項  

① 議夏休み親子講座開講に伴う運営体制について 

事前送付だが訂正などあれば連絡いただきたい。 

・どういった中身なのか 

   ⇒ 枚方市広報に記載されている記事は下記の通り 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

・上記日程で参加できる方は、スタッフ又は講師として協力をお願いしたい。 

・何をすればいいのか 

   ⇒ それぞれのプログラムについて、実践マニュアルを作成し事前打ち合わせもき

ちんと行う予定である。 

  ② 「枚方から気候変動を考える ひらかたアッチッチサミット」開催について 

     開催準備に向けた現在の進捗状況の報告が下記の通りなされた。 

       ＜報告内容＞ 

         ・当初第 3土曜日に実施する予定であったが、保育ルーム確保の関係で、第 1土曜

日に変更。「広場サプリ」管理の「うさぎルーム」をお借りすることができるこ

とになった。 

         ・第 1回目の講師については目下検討中である。 

         ・ファシリテーターについては、運営委員のメンバーはぜひその任を担ってほしい。 

    上記を踏まえ、どのように進めるか話し合った。 

      ＜出された意見概要＞ 

        ・4回とも参加するというのは難しいかもしれない。 

          ⇒ 参加可能な日程だけでもいいという事で合意 
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        ・落としどころは前回出されていた通りか。 

          ⇒ その通りで、あくまでも市民レベルでできることを各自やっていこうと

いうような市民宣言としてアピールができればいいと考えている。 

        ・第 1回の講演はどのような内容を考えているのか。 

           ⇒ 温暖化のメカニズムは省略してもいいかなと思っている。ポイントとし

て ・CO2 濃度及び気温の経年変化 ・温暖化の影響で起きている事柄及

び私たちの生活に直結する影響 ・対策及び適応としての様々な取り組

み そして最後に私たちにできることを考えてほしいと言ことで終わっ

てもらいたいと思っている 

       

             次回引き続き検討していくこととした 

   ③休眠部会について 

      事務局より、「現在まちづくり部会が休眠状態にある。どうすればいいか意見をいただきた

い。」との問題提起があり話し合った。 

   ＜出された意見概要＞ 

       ・部会員はいるのか 

         ⇒ 現在いることはいる。しかし介護や家庭の事情等で動けない状況のため、部会と

しての活動はできない。 

       ・ゼロから新たに部会を立ち上げるのはなかなかエネルギーがいることだ。なので、「休

眠」という形で残しておくほうがいいのではないか。 

       ・自然エネルギー部会も、一時そのような状況になったが、うまく部会としての活動がで

きるようになり、現在に至っている。 

 

            「休眠」という形で残していくことで合意した 

 3． その他   特になし 

    

※次回運営委員会・・・ 7 月 8 日（月）13:30～15:00 


